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1．はじめに   

電子商取引の普及により消費者のマーケットサ  

ーチという購買の行動パターンが注目されている．  

マーケットサーチとは，顧客がよりよいものや自分  

のニーズに合うものを探して他の店に移動する行動  

である．これは新しい概念ではないが，インターネ  

ットの普及に伴う量的変化が生産・販売者に大きな  

影響を与えている．このような変化をキャッチでき  

ない，あるいはキャッチしたとしても対応策がない  

ものは，市場競争での敗者になりかねないと思われ  

る．そこで，本研究ではマーケットサーチが物流在  

庫管理にあたえる影響を分析する目的とする．  

J  ㌦＝2（⊥＋イ＋l九＝Zz  

で求められる【1】．ここで，〝は平均需要，αは需要  

の標準偏差，そしてzは  

◎（z）＝－－一里一  

夕＋力  

を満たす．◎伸ま標準席分布の分布関数を表し，P  

およびムは，欠品に対するペナルティコストおよび  

売れ残りに対する保管コストの単仙をそれぞれ表す．  

分散型   

分散型では，巌終消費者によるマーケット・サー  

チが行われ，需要が流動的となっているとする．   

小売1の需要4のうち，マーケット・サーチとし  

て小売2に行く需要をβム∫，マーケット・サーチを  

せずに最初に訪れた小売1にとどまる需要を現と  

すると，  

砿9＝動，〃去＝¢－βわ∫   

である．zつの小売においてβは等しく，またd．も  

同一な分布に従うと仮定すれは 上塩＝βム∫が成立  

する．他の小売に移動した需要の一部が戻ってくる  

ことを考えると無限ループになり，どこかでループ  

をきらなければならないので，ここでは最初のマー  

ケットサーチに帰りのサーチが網羅されたことにし，  

再帰を禁止することにする．J期において，小売1  

が最終的に対処しなければならない需要β．とする  

と，β′は，現と小売2からのマーケット・サーチ  

による需要β孟∫であるので，  

β－＝現＋β㌫＝¢－βわ′＋舛  

2．物流在庫システム   

本研究では1つのデポーとZつの小売からなる2  

段階物流を対象とし，在庫補充の意思決定を小売に  

分散させる分散型システムにおいて，マーケットサ  

ーチによる影響を分析し，集約型と比較を行う．   

マ～ケットサーチの牡念はAnupindiら［21が提案  

したものであり，需要の相関と類似しているが，欠  

品が発生したら他の小売を探すところが異なる．し  

かし，欠品が発生しなくてもマーケットサーチを行  

う可能性があり，本研究では，ある一定比率で顧客  

は最初から他の小売をサーチするとし，これをマー  

ケットサーチと定義する．  

集約型   

システムの補充水準を㍍，外部からデポーまでの  

補充リードタイムをん デポーから小売までの補充  

リードタイムをJとすると，最適なシステム補充在  

庫水準㍍は，  

－214－   
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であり，現とβ志は独立な正規分布に従うと仮定  

すると，β．も正規分布に従う．よって，  

β．－Ⅳレ，炬－β）2＋β2♭z）  

である．   

分散型では，発注は各小売ごとに行われる．各小  

売ごとのベースストソク水準をγとし，第1期に各々  

の小売における在庫水準がγとなるように発注が行  

ゎれると仮定し，変数〟＝誉β．を定義する．第1  
l＝l  

期に発注されたオーダーは，上＋J＋1期に各小売に  

到着する．よって，上＋J＋1期末における各小売の  

在庫水準を∫とすると  

∫＝γ‾〟   

となる・〟は確率変数であり，平均＝¢＋J＋1）〃，  

分散¢＋′＋1）桓－β）2■＋β2♭2である・標準化を行うと，  

まで変化させたときのマーケットサーチ率とシステ  

ム在庫水準との関係を求めたのが図1である．  

表1：数値実験における条件設定  

需要の分布   〝   10   

γ－¢・J＋1レ  

となり，小売の最適補充水準は以下のように求まる．  

γ＝¢＋J＋1レ＋zJ  

従って，発注直後の合計在庫水準㌦ゞは，  

図2 集約型と分散型の比較   

図2は集約型とマーケットサーチの条件の元での  

分散型のシステム在庫を比較したものである．  

l加＝∑γ＝2¢・J＋1わ＋2zJ  

で求められる．ただし，Zは   

¢（z）＝－と  
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を満たす．zJ  を安全在庫とし，  

安全在庫が多いほどマーケットサーチが少ないこと  

を反映して，βを安全在庫と線形関連付けることが  

できる．  

3．数億実験   

数値実験における条件は表1のように設定した．  

このような条件のもとで需要の標準偏差を1から6  
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